平成２３年第１回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成23年３月22日午前10時00分、第１回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君

第10番　村木　征一君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２３年第１回奥多摩町議会定例会議事日程[第４号]
平成23年３月22日（火）

午前10時00分　開　議
会　期　　平成23年３月４日～３月22日（19日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――


	２
	議案第19号
	平成23年度奥多摩町一般会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	３
	議案第20号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算　　　　　　　（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	４
	議案第21号
	平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算　　　　（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	５
	議案第22号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	６
	議案第23号
	平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	７
	議案第24号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	８
	議案第25号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	９
	議案第26号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算
（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	10
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	11
	――
	町長あいさつ
	――


（午前10時37分　閉議・閉会）
午前10時00分　開議

○議長（鈴木　賢一君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。ご協力のほど、よろしくお願いします。

これより議案審議に入ります。

日程第２　議案第19号　平成23年度奥多摩町一般会計予算、日程第３　議案第20号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算、日程第４　議案第21号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、日程第５　議案第22号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算、日程第６　議案第23号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算、日程第７　議案第24号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計予算、日程第８　議案第25号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計予算、日程第９　議案第26号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算、以上８件を一括して議題とします。

本件については、去る３月４日、予算特別委員会に審査が付託され、本日、お手元にその結果が報告されております。

審査の経過並びに結果について、予算特別委員会委員長　清水　典子議員から報告願います。

〔予算特別委員長　清水　典子君　登壇〕

○予算特別委員長（清水　典子君）　予算特別委員会議案審査報告をいたします。

　当委員会は、去る３月４日に開会された平成23年第１回定例町議会第１日に付託された、平成23年度奥多摩町の議案第19号　一般会計予算、議案第20号　都民の森管理運営事業特別会計予算、議案第21号　山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、議案第22号　国民健康保険特別会計予算、議案第23号　後期高齢者医療特別会計予算、議案第24号　介護保険特別会計予算、議案第25号　下水道事業特別会計予算、議案第26号　国民健康保険病院事業会計予算、以上８件の議案について、３月15日から17日の３日間で審査を行いましたので、審査の結果について報告いたします。

　審査の経過につきましては、３日間とも全委員が出席し、議長も同席されていましたので、審議経過の報告は省略し、結果のみ報告させていただきます。

　議案第19号から議案第26号までの全８議案については、３月17日にそれぞれ採決を行った結果、いずれも委員多数の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で、予算特別委員会における議案審査結果の委員長報告を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で報告は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第19号から議案第26号までの予算特別委員会委員長に対する質疑は、この際、省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第19号から議案第26号までの委員長報告に対する質疑は省略することに決定しました。

　次に、ただいま上程の議案第19号から議案第26号までについての討論を行います。

なお、議案第19号については、申し出がありますので討論を行い、議案第20号から議案第26号までの７議案については、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。

　これより、議案第19号の討論を行います。

　初めに、原案に対し反対の議員の討論を行います。討論のある議員は挙手願います。ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行います。討論のある議員は挙手願います。７番小澤　春義議員。

○７番（小澤　春義君）　まず初めに、３月11日２時46分に発生した東日本巨大地震の津波で壊滅的な被害を受けられた皆さん、そして、亡くなられた方々にお見舞いとお悔やみを申し上げます。そして、与野党一丸となって、一日も早い復興と、元以上の幸せな生活に戻れますよう願う１人でもあります。

　それでは、議案第19号　平成23年度奥多摩町一般会計予算について、賛成の立場から討論を行います。

　昨年は、当町におきましては、将来の町行政運営に対する大きな事業であります森林セラピー事業の推進、水道事業都営一元化の実現、そして、下水道事業では古里地区で一部供用が開始し、下水道事業も順調に推移しているところであります。平成17年度を初年度とする第四期奥多摩町長期総合計画の基本構想で定めた、10年間の町の指針である「森世紀ふるさとづくり奥多摩」の実現のために積極的に取り組んできた結果、町行政に一定の成果が出てきております。

　さて、国では、一昨年９月には歴史的政権交代があり、１年半が経過する中、日本経済も高い失業率や下落傾向にある物価水準など、依然として成果が見えてこない中で、平成23年度奥多摩町一般会計予算を見ますと、自主財源が乏しく、依然、国都に依存している財政構造であり、とりわけ東京都に多くの財源を依存している財政構造は変わりませんが、厳しい財政事情の中にあっても、前年度比３％増で、創意工夫をしながら第四期奥多摩町長期総合計画、おくたま森世紀計画を着実に推進するためのメリハリある予算編成ができたと思っております。

　奥多摩町の課題は、依然として続く過疎化と少子化、高齢化であります。町長は奥多摩町の魅力を理解していただくため、「自立してともに生きる奥多摩町」を提唱していますが、まさに平成23年度は町民に密着した重点施策の推進、奥多摩町基本構想に基づく効率的な予算編成を行っていますが、乏しい基金を有効に活用したり、複雑多岐にわたる住民要望に対して一つひとつ着実に取り組んでいるところであります。私は、高く評価するものであります。

　しかしながら、町税を始めとする自主財源の減収や国都の支出金等依存財源の確保はなお一層厳しさを増す中、住民のさまざまな行政需要に応えるためには、国都の補助金の有効活用や住民負担の適正化により、安定した財源確保が不可欠であります。引き続き財源確保のため最大の努力をされるよう期待するものであります。

　既に町では、行政改革の推進をし、組織や機構の見直しがなされ、これから奥多摩町が小規模自治体としてやっていくには極めて重要と考えます。そして、これから新しい行政需要を限られた財源の中で有効かつ効果的に活用するため、どう調整を図るか。新規事業を採択し予算化する場合、それに必要な額は既定の事業の経費の見直しによって廃止または縮小で財源を捻出して、全体として均衡を図ることは財政の健全化のためにも極めて重要な課題で、いわば守備範囲の見直しは財政負担を身軽にして、来るべき新しい財政需要に対応しようとする平成23年度予算の基本的考えであり、身の丈にあった健全な行政財政運営を推進していく町長の強い決意であると考えるものでもあります。

　私は、以上、本予算に賛成の立場で意見を述べました。限られた財源で効率よく執行し、町、議会、住民が一致協力し、地方分権と行政改革の中でその役割と責任を果たすべく、活力ある地域社会実現に向けて一層の努力を図らなければならないと思うものであります。

　以上を申し上げて、私の賛成討論といたします。以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　次に、原案に対し反対の議員の討論を行います。討論のある議員は挙手願います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行います。討論のある議員は挙手願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ないようですので、以上で議案第19号の討論を終結します。

　これより採決します。

　日程第２　議案第19号　平成23年度奥多摩町一般会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第19号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第３　議案第20号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第20号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第４　議案第21号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第21号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第５　議案第22号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第22号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第６　議案第23号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第23号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第24号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第24号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第25号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第25号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第26号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第26号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件については、各委員会委員長から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された議案の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成23年第１回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、一言申し述べさせていただきます。

　あらためて、３月11日午後２時46分に発生し、東北から関東地方の太平洋沿岸を中心に、かつてない大規模な被害をもたらした東北関東大震災で亡くなられた方々に対して、深く哀悼の意を表します。

このたびの大震災は、観測史上最大のマグニチュード9.0というもので、地震波が引き起こした津波により、目の前で一瞬にして町が飲み込まれてしまう様子は、人知をはるかに超えて、改めて自然の猛威を思い知らされました。

　また、この震災に伴い発生した福島第１原子力発電所における我が国初めての炉心融溶事故については、日を追うごとに事態が悪化し、予断を許さない状況が続いております。一刻も早く収束に向かうよう最大限の努力を望むものです。今の段階では、まだ大きな余震が想定されているようですが、一段落した後の復興支援に国民全体の力を集結するとともに、町としてもできる限りの支援をしなくてはならないと思います。

　また、この震災に対しましては、東京都を通じまして町の施設の避難場所等の連絡を今取っているところでございます。

　と同時に、既に福島県から親戚を頼りに奥多摩町の方に転居をしてきている方々もおりますので、それらの状況等を見ながら東京都と連携をし、今後の復旧に際しても長時間かかるということが予想されますので、最大限、東北地方の皆様方の支援を町としてもやっていきたいというふうに考えております。どうか皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　さて、今定例会は３月４日に開会され、本会議第１日目の冒頭、平成23年度の町政運営に対する施政方針を、次の各項目に従い表明を申し上げたところでございます。

　１つとしては、町の町政運営の基本方針及び平成22年度事業の総括について、２つ目としては町を取り巻く国、都の行財政環境について、３点目は平成23年度町予算の基本的考え方について、４点目は平成23年度の主要事業について、５点目は平成23年度の予算案について、６点目は第１回奥多摩町議会定例会提出案件に続いて、本会議におきまして上程いたしました条例の一部改正８件、町道の認定１件、請負契約の変更４件につきましては、即決で可決決定をいただきました。

平成22年度の締めくくりであります全９会計の最終補正予算につきましては、３月８日に開催された各常任委員会合同の連合審査での審査を経て、３月15日の本会議第３日目において可決決定をいただきました。

３月11日の本会議第２日目には、６名の議員の方々から８件の町政運営に関して貴重な一般質問をいただき、これらの質問に対しまして、私は、将来の財政環境の行方を見据えた上で、規律ある行財政運営を行っていくことを率直に申し上げ、地域住民の福祉の向上のため着実に施策を実現することを答弁申し上げた次第でございます。

また、平成23年度一般会計、特別会計、企業会計、全８会計の当初予算につきましては、３月15日からの予算特別委員会において３日間にわたり慎重に審議され、本日の本会議４日目で可決決定をいただきました。議員皆様方には長時間ご審議をいただき、私が提出いたしました全議案についてご決定を賜り、新年度の町政執行が滞りなく行うことができますことに感謝と御礼を申し上げます。

次に、本定例会の開会中に上程が間に合わないため、今後、私の専決で執行させていただく予定の案件についてご説明を申し上げます。

初めに、現在、国会に上程中であります税制関連法案についてですが、地方税法の一部を改正する法律等の施行に伴い、奥多摩町徴税賦課徴収条例及び奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じます。これは、毎年のように国会の会期末の31日に行われますので、一般的には日切れ法案といっておりますけれども、こういう問題が生じてまいります。現在、政府は、このほどの大震災の復興に全力を傾け、かつ国民生活等の混乱を回避する観点から、新たに地方税法に係る６月30日までの期限延長法案を提出し、当面の手当をするとのことでございますので、今後の推移を見守っていきたいと考えております。

次に、奥多摩町国民健康保険条例では、これまで附則において規定しておりました出産育児一時金の上乗せ支給の規定につきまして、本則で恒久的に規定し、38万円に４万円上乗せした42万円に改めるための厚生労働省令の改正が、３月25日の閣議において決定され、３月30日に公布が予定されているため、本定例会に間に合わないので、この辺も専決をやらせていただきたいと思っております。

さらには、毎年のことでございますけれども、東京都市町村総合交付金の確定が年度末になります。平成23年度の予算の中でも示しましたとおり、東京都支出金の中で、町の収入の中で40.4％を占める、その中でも市町村総合交付金の確定というのが非常に大事な収入源になっております。この確定に伴いまして予算が増額された場合には、平成22年度一般会計の補正予算（第４号）を専決処分をさせていただきたいと考えております。

ただいま申し上げましたように、税制改正の状況は不透明であることから、本年度内の専決処分を予定しておりますのは、条例改正１件、補正予算１件の計２件でございます。税条例につきましても、議会閉会中に法案が成立した場合、専決処分をさせていただきますので、ご理解をお願い申し上げます。

次に、奥多摩病院の医師の異動について申し上げます。

３年間勤務していただきました堀内　　正院長につきましては、この４月末日をもって勇退させていただきたいという申し出がございました。その後任として約３カ月から４カ月かけて後任を探してまいりましたけれども、財団法人東京都保健医療公社多摩北部医療センター副院長を勤められた永井　俊彦先生が院長として就任をいたします。この院長の就任にあたりましては、東京都の関係局の先輩方のご支援をいただきながら、人的な部分を通じましてお願いをしてきたところ、スムーズに交代ができたところでございます。

また、東京都医師確保対策事業により、１年間の派遣勤務が終了する板垣信吾医師は三宅島診療所に転勤され、後任医師として、佐賀県から大林梨津子医師が着任をいたします。この東京都医療確保対策事業というのは、島と、内陸部では檜原村、奥多摩町に対して、僻地に対する医師を確保するということで、東京都が行っている事業でございます。自治医科大学卒業生を、それぞれの所に１年間派遣するという事業でございまして、今申し上げましたような医師の転勤、着任がされますのでよろしくお願いを申し上げたいと思います。

堀内院長先生におかれましては、病院経営改革に尽力されると同時に、地域の医療に大変熱心にご貢献をいただきました。まだ年齢的にも十分に活躍できる先生でございましたので、もうしばらく院長として是非力を貸していただきたいというようなお話を申し上げてまいりましたけれども、それぞれの家庭の事情等もありまして、今回、院長を退任したいということでございました。おかげさまで、堀内院長の人柄、あるいは後任の永井院長の人柄等もあたりまして、この数カ月にわたり何度かお互いに意見交換し、スムーズにこの院長の交代が行われる運びとなりました。今までの病院の運営について非常にご尽力をいただきました堀内院長には感謝を申し上げるところでございます。

次に、１件ご報告を申し上げます。

昨年９月の第３回定例町議会開会あいさつにおきまして、当町のごみ処理について、あきる野市にございます西秋川衛生組合の加入を、組織市町村にお願いしたことをご報告申し上げました。その後、組織市町村の意向を受け、西秋川衛生組合では、地元自治会へ積極的に働きかけていただき、特に管理者であるあきる野、臼井市長のご同行をいただきまして、去る２月１日、３日の両日、地元である高尾自治会及び留原自治会の役員の方と私自身が直接お会いをし、町のごみ処理場状況等、抱えている問題につきましてご説明を申し上げ、どうか理解をいただきたいということでお願いを申し上げてまいりました。その後連絡が入り、ある一定の理解をしていただけるというようなことから、３月１日、西秋川衛生組合の管理者である臼井あきる野市長宛に、正式に加入をしていただきたい旨の要望書を提出したところでございます。

先般もお伝えしましたように、西秋川衛生組合設立当初から長年にわたる地元自治会と組合との信頼関係がございますので、これを損なうことがないよう十分に配慮しながら今まで進めてきたつもりでございますし、今後もしばらくの間、正規加入が決まるまで、そのような方向で進めていきたいというふうに思っております。西秋川衛生組合の組織市町村であるあきる野市、日の出町及び檜原村と緊密に連携し、正式加入に向けて努力してまいりますので、どうか今までの推移、あるいはこれから正式に決まるまでの推移につきましても、ご理解とご支援をお願い申し上げます。

　以上が、現時点における西秋川衛生組合加入についての状況でございます。今後とも私自身がこの西秋川衛生組合に加入させていただき、町のごみ処理施設、あるいはごみの行政が滞りなく進めていけるよう努力をしてまいりますので、議員皆様方のご理解とご支援を重ねてお願いを申し上げるところでございます。

終わりに、厳しい社会経済情勢に追い討ちをかけるような大震災の発生ですが、国民全体が力を合わせて国難にあたる必要がございます。私も、これから起こってくるであろうさまざまな影響に対して的確に対応するとともに、これまでと同様に住民の健康増進や安全・安心、若者定住対策、子どもや子育てに対する支援を、町の重点施策として一層充実させるとともに、行財政改革を推進して、バランスの取れた規律ある行財政運営に努めてまいりますので、住民皆様、議員皆様のさらなるご支援、ご協力をお願い申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。大変ありがとうございました。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で町長のあいさつは終わりました。

　以上をもって、平成23年第１回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時37分　閉議・閉会
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